
(57)【要約】

【課題】加湿機の長期使用時や水タンクに水を入れたま

ま放置していても異臭が発生しない気化式加湿機を提供

する。

【解決手段】吸込口８と吹出口１２を形成した本体１と

、この本体内に設けた送風用ファン７及び水槽４と、前

記水槽４と水路５で連通される水タンク２と、前記水槽

４内の水に下部が浸される気化フィルター６を有し、前

記水槽４は水タンク２からの水を受けて常時一定量の水

を収容し、前記送風用ファン７は前記吸込口８より吸気

して前記気化フィルター６に通風し、前記気化フィルタ

ー６より湿気を奪って加湿された空気を前記吹出口１２

より吹き出すようにした気化式加湿機において、運転オ

フ時に前記水路５を遮断する開閉手段１３を設けている

。また、送風用ファン７と加熱体１０をオンさせて、気

化フィルター６を強制乾燥させる。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
吸 込 口 と 吹 出 口 を 形 成 し た 本 体 と 、 こ の 本 体 内 に 設 け た 送 風 用 フ ァ ン 及 び 水 槽 と 、 前 記 水
槽 と 水 路 で 連 通 さ れ る 水 タ ン ク と 、 前 記 水 槽 内 の 水 に 下 部 が 浸 さ れ る 気 化 フ ィ ル タ ー を 有
し 、 前 記 水 槽 は 水 タ ン ク か ら の 水 を 受 け て 常 時 一 定 量 の 水 を 収 容 し 、 前 記 送 風 用 フ ァ ン は
前 記 吸 込 口 よ り 吸 気 し て 前 記 気 化 フ ィ ル タ ー に 通 風 し 、 前 記 気 化 フ ィ ル タ ー よ り 湿 気 を 奪
っ て 加 湿 さ れ た 空 気 を 前 記 吹 出 口 よ り 吹 き 出 す よ う に し た 気 化 式 加 湿 機 に お い て 、 運 転 オ
フ 時 に 閉 じ て 前 記 水 槽 と 水 タ ン ク を 連 通 さ せ る 水 路 を 遮 断 す る 開 閉 手 段 を 設 け た こ と を 特
徴 と す る 気 化 式 加 湿 機 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 開 閉 手 段 を 運 転 ス イ ッ チ の オ フ と 同 時 に 閉 じ て 水 路 を 遮 断 す る と と も に 、 前 記 送 風 用
フ ァ ン を オ ン さ せ て 、 前 記 気 化 フ ィ ル タ ー を 強 制 乾 燥 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記
載 の 気 化 式 加 湿 機 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 送 風 用 フ ァ ン の 吐 出 口 に 加 熱 体 を 設 け 、 前 記 開 閉 手 段 を 運 転 ス イ ッ チ の オ フ と 同 時 に
閉 じ て 水 路 を 遮 断 す る と と も に 、 前 記 送 風 用 フ ァ ン と 加 熱 体 を オ ン さ せ て 、 前 記 気 化 フ ィ
ル タ ー を 強 制 乾 燥 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 気 化 式 加 湿 機 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 本 体 の 吹 出 口 に 湿 度 セ ン サ Ｂ を 設 け 、 該 湿 度 セ ン サ Ｂ に よ り 前 記 気 化 フ ィ ル タ ー の 乾
燥 終 了 を 検 出 し て 前 記 乾 燥 運 転 を 停 止 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 気 化 式 加 湿
機 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 送 風 用 フ ァ ン の 吐 出 口 に 加 熱 体 を 設 け 、 前 記 開 閉 手 段 を 運 転 ス イ ッ チ の オ フ と 同 時 に
閉 じ て 水 路 を 遮 断 す る と と も に 、 前 記 送 風 用 フ ァ ン と 加 熱 体 を 一 定 時 間 作 動 さ せ て 、 前 記
気 化 フ ィ ル タ ー を 強 制 乾 燥 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 気 化 式 加 湿 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 吸 水 し た 気 化 フ ィ ル タ ー に 送 風 用 フ ァ ン に よ り 通 風 し て 加 湿 す る 気 化 式 加 湿 機
に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 の 気 化 式 加 湿 機 に お い て は 、 水 タ ン ク と 水 槽 と は 常 に 水 路 で 連 通 さ れ て お り 、 水 タ ン
ク に 水 が 有 る 限 り 、 気 化 フ ィ ル タ ー は 毛 細 管 現 象 に よ り 水 槽 内 の 水 を 吸 い 上 げ て 、 常 に 濡
れ た ま ま の 状 態 に 保 た れ る 構 成 に な っ て い る 。 （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ）
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ ０ － ３ ５ ６ ３ ７ ３ 号 公 報 （ 第 ３ － ４ 頁 、 図 １ － 図 ２ ）
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 上 記 従 来 の 気 化 式 加 湿 機 の 場 合 、 常 時 、 気 化 フ ィ ル タ ー が 濡 れ た ま ま の 状
態 で 加 湿 機 を 長 期 使 用 し た り 、 あ る い は 水 タ ン ク に 水 を 入 れ た ま ま 長 期 保 存 し た り す る と
、 や が て 気 化 フ ィ ル タ ー に カ ビ や 雑 菌 等 が 繁 殖 し た り 、 異 臭 が 発 生 す る と い っ た 不 具 合 が
生 じ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 は 、 上 記 問 題 点 を 解 消 す る た め に な さ れ た も の で 、 気 化 フ ィ ル タ ー に カ ビ や 雑 菌 等
が 繁 殖 す る の を 抑 制 し 、 異 臭 の 発 生 を 防 止 で き る 気 化 式 加 湿 機 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し
て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
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本 発 明 の 気 化 式 加 湿 機 は 、 吸 込 口 と 吹 出 口 を 形 成 し た 本 体 と 、 こ の 本 体 内 に 設 け た 送 風 用
フ ァ ン 及 び 水 槽 と 、 前 記 水 槽 と 水 路 で 連 通 さ れ る 水 タ ン ク と 、 前 記 水 槽 内 の 水 に 下 部 が 浸
さ れ る 気 化 フ ィ ル タ ー を 有 し 、 前 記 水 槽 は 水 タ ン ク か ら の 水 を 受 け て 常 時 一 定 量 の 水 を 収
容 し 、 前 記 送 風 用 フ ァ ン は 前 記 吸 込 口 よ り 吸 気 し て 前 記 気 化 フ ィ ル タ ー に 通 風 し 、 前 記 気
化 フ ィ ル タ ー よ り 湿 気 を 奪 っ て 加 湿 さ れ た 空 気 を 前 記 吹 出 口 よ り 吹 き 出 す よ う に し た 気 化
式 加 湿 機 に お い て 、 運 転 オ フ 時 に 閉 じ て 前 記 水 槽 と 水 タ ン ク を 連 通 さ せ る 水 路 を 遮 断 す る
開 閉 手 段 を 設 け た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
実 施 の 形 態 １ ．
以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
図 １ は 本 発 明 に よ る 実 施 の 形 態 １ の 気 化 式 加 湿 機 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
図 １ に 示 す よ う に 、 合 成 樹 脂 で 構 成 さ れ た 本 体 １ の 側 面 に 吸 込 口 ８ を 設 け 、 上 面 に 吹 出 口
１ ２ を 設 け て い る 。 本 体 １ の 内 部 に 着 脱 可 能 な 水 タ ン ク ２ よ り 水 受 け 部 ３ 及 び 管 状 の 水 路
５ を 介 し て 給 水 さ れ る 水 槽 ４ を 設 け て い る 。 水 槽 ４ は 水 受 け 部 ３ と 水 路 ５ を 介 し て 連 通 さ
れ 、 常 時 一 定 量 の 水 を 収 容 す る 。 こ の 水 槽 ４ 内 に 下 部 が 水 に 浸 る よ う に 設 け ら れ 、 毛 細 管
現 象 で 水 を 吸 い 上 げ る 気 化 フ ィ ル タ ー ６ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 前 記 本 体 １ 内 に は 前 記
気 化 フ ィ ル タ ー ６ に 送 風 す る 送 風 用 フ ァ ン ７ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 前 記 本 体 １ の 吸 込
口 ８ と 吹 出 口 １ ２ の 近 傍 に は 通 過 す る 空 気 中 の 湿 度 を 検 出 す る 湿 度 セ ン サ Ａ ９ と 湿 度 セ ン
サ Ｂ １ ４ が そ れ ぞ れ 設 け ら れ て い る 。 前 述 の 送 風 用 フ ァ ン ７ の 吐 出 口 １ １ に は 加 熱 体 １ ０
が 設 け ら れ て い る 。 前 記 水 路 ５ に は 、 例 え ば 電 磁 弁 等 か ら な る 開 閉 手 段 １ ３ が 設 け ら れ て
い る 。 こ の 開 閉 手 段 １ ３ は 、 加 湿 機 の 運 転 オ フ 時 に は 閉 じ 、 運 転 オ ン 時 に は 開 放 す る よ う
に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
図 ２ は 上 記 の 構 成 か ら な る 実 施 の 形 態 １ の 気 化 式 加 湿 機 の 制 御 回 路 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
図 ２ に 示 す よ う に 、 制 御 部 １ ５ は 、 運 転 ス イ ッ チ １ ６ 、 湿 度 セ ン サ Ａ ９ 、 湿 度 セ ン サ Ｂ １
４ か ら の 入 力 情 報 に 基 づ き 、 送 風 用 フ ァ ン ７ 、 加 熱 体 １ ０ 、 開 閉 手 段 １ ３ を オ ン オ フ 制 御
す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
次 に 、 上 記 の 構 成 か ら な る 実 施 の 形 態 １ の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。
水 タ ン ク ２ を 本 体 １ に セ ッ ト す る と 、 水 タ ン ク ２ 内 の 水 は 水 受 け 部 ３ に 落 水 す る 。 水 受 け
部 ３ の 水 は 水 路 ５ を 通 り 、 閉 じ ら れ た 開 閉 手 段 １ ３ ま で 流 れ 込 み 、 定 常 水 位 を 保 持 す る 。
運 転 ス イ ッ チ １ ６ を オ ン す る こ と に よ り 、 制 御 部 １ ５ が 開 閉 手 段 １ ３ を オ ン （ 開 放 ） さ せ
る と 、 水 受 け 部 ３ 内 の 水 が 開 閉 手 段 １ ３ 及 び 水 路 ５ を 通 り 、 水 槽 ４ 内 に 給 水 さ れ 、 定 常 水
位 を 保 持 す る 。 制 御 部 １ ５ は 、 一 定 時 間 経 過 後 、 送 風 用 フ ァ ン ７ を オ ン さ せ て 、 吸 込 口 ８
か ら 吸 い 込 ま れ た 乾 燥 空 気 が 気 化 フ ィ ル タ ー ６ に 送 風 さ れ る 。 こ の と き 、 制 御 部 １ ５ は 吸
込 口 ８ 内 に 設 け ら れ て い る 湿 度 セ ン サ Ａ ９ か ら の 入 力 情 報 に よ り 湿 度 が 低 い と 判 断 し た 場
合 は 、 加 熱 体 １ ０ を オ ン さ せ 、 吸 い 込 ま れ た 乾 燥 空 気 が 熱 せ ら れ 温 風 と な っ て 気 化 フ ィ ル
タ ー ６ に 送 風 さ れ る 。 気 化 フ ィ ル タ ー ６ は 毛 細 管 現 象 に よ り 水 槽 ４ 内 の 水 を 吸 い 上 げ て お
り 、 送 ら れ て き た 乾 燥 空 気 と の 熱 交 換 に よ り 乾 燥 空 気 を 湿 ら せ る 。 湿 っ た 空 気 は 吹 出 口 １
２ よ り 本 体 １ 外 へ 放 出 さ れ 、 加 湿 運 転 が 行 わ れ る 。
一 方 、 運 転 ス イ ッ チ １ ６ を オ フ す る と 、 開 閉 手 段 １ ３ は オ フ （ 閉 ） し て 水 路 ５ を 遮 断 す る
。
【 ０ ０ １ ０ 】
次 に 、 上 記 実 施 の 形 態 １ に お け る 運 転 ス イ ッ チ オ フ 後 の 制 御 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 図 ３
は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ の 気 化 式 加 湿 機 の 運 転 ス イ ッ チ オ フ 後 の 制 御 動 作 を 示 す フ ロ ー
チ ャ ー ト で あ る 。
ま ず 、 ス テ ッ プ Ｓ １ に よ り 運 転 ス イ ッ チ が オ フ さ れ る と 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ に 移 行 す る 。 ス テ
ッ プ Ｓ ２ で は 、 制 御 部 １ ５ か ら 開 閉 手 段 １ ３ を オ フ さ せ る 信 号 が 出 力 さ れ て 、 開 閉 手 段 １
３ が 閉 じ 、 水 路 ５ を 遮 断 し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ に 移 行 す る 。 ス テ ッ プ Ｓ ３ で は 、 上 述 の 制 御
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部 １ ５ か ら 送 風 用 フ ァ ン ７ と 加 熱 体 １ ０ を オ ン さ せ 、 温 風 に よ る 気 化 フ ィ ル タ ー ６ の 強 制
乾 燥 を 開 始 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
次 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ で は 、 気 化 フ ィ ル タ ー ６ か ら 送 ら れ て く る 空 気 を 湿 度 セ ン サ Ｂ １ ４ に
て 湿 度 Ｔ １ を 測 定 し 、 測 定 結 果 は 制 御 部 １ ５ に 対 し て 出 力 す る 。 ス テ ッ プ Ｓ ５ で は 、 ス テ
ッ プ Ｓ ４ で 測 定 さ れ た 湿 度 が ３ ０ ％ Ｒ Ｈ に 対 し 大 き い 場 合 は 気 化 フ ィ ル タ ー ６ が 濡 れ て い
る と 判 定 し て ス テ ッ プ ４ に 移 行 し 、 再 度 湿 度 セ ン サ Ｂ １ ４ に て 湿 度 Ｔ １ を 測 定 す る 。 ス テ
ッ プ Ｓ ４ で の 測 定 さ れ た 湿 度 が ３ ０ ％ Ｒ Ｈ に 対 し 少 な い 場 合 は 、 気 化 フ ィ ル タ ー ６ の 乾 燥
が 終 了 し て い る と 判 定 し て ス テ ッ プ ６ へ 移 行 す る 。 ス テ ッ プ ６ で は 、 送 風 用 フ ァ ン ７ と 加
熱 体 １ ０ を オ フ さ せ て ス テ ッ プ ７ へ 移 行 し 、 気 化 フ ィ ル タ ー ６ の 強 制 乾 燥 を 停 止 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
以 上 の よ う に 、 上 記 実 施 の 形 態 １ に よ れ ば 、 前 記 水 路 ５ に は 例 え ば 電 磁 弁 等 か ら な る 開 閉
手 段 １ ３ が 設 け ら れ て お り 、 こ の 開 閉 手 段 １ ３ は 、 加 湿 機 の 運 転 ス イ ッ チ １ ５ の オ フ 時 に
閉 じ て 水 路 ５ を 遮 断 す る よ う に 構 成 さ れ て い る の で 、 運 転 を オ フ す る 度 に 水 路 ５ は 遮 断 さ
れ る 。 こ の た め 、 水 タ ン ク ２ に 水 を 入 れ た ま ま 放 置 し て も 、 水 タ ン ク ２ 内 の 水 が 無 く な る
ま で 水 槽 ４ に 給 水 さ れ る よ う な こ と は な く な り 、 水 槽 ４ 内 の 水 が 蒸 発 し て な く な れ ば 、 気
化 フ ィ ル タ ー ６ は 吸 水 で き な く な る 。
よ っ て 、 従 来 の よ う に 気 化 フ ィ ル タ ー ６ が 常 に 濡 れ た 状 態 に 保 た れ 、 カ ビ や 雑 菌 等 が 繁 殖
し た り 、 異 臭 が 発 生 す る と い っ た 問 題 点 を 解 消 で き る 。 ま た 、 開 閉 手 段 １ ３ を 閉 じ る と 同
時 に 、 前 記 送 風 用 フ ァ ン ７ と 加 熱 体 １ ０ を オ ン さ せ て 、 温 風 に よ り 前 記 気 化 フ ィ ル タ ー ６
を 強 制 乾 燥 さ せ る の で 、 吹 出 口 １ ２ 近 傍 に 設 け た 湿 度 セ ン サ Ｂ １ ４ で 吹 き 出 し 空 気 の 湿 度
を モ ニ タ ー す る こ と で 、 気 化 フ ィ ル タ ー の 乾 燥 終 了 を 検 出 し 、 強 制 乾 燥 を 適 当 な 時 期 に 停
止 さ せ る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 無 駄 な 電 力 の 使 用 を 抑 え て 、 電 気 代 の 節 約 や 省 エ ネ
が 図 れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
な お 、 上 記 実 施 の 形 態 １ で は 、 吹 出 口 １ ２ 近 傍 に 設 け た 湿 度 セ ン サ Ｂ １ ４ で 吹 き 出 し 空 気
の 湿 度 を モ ニ タ ー す る こ と で 、 気 化 フ ィ ル タ ー の 乾 燥 終 了 を 検 出 し 、 強 制 乾 燥 を 停 止 す る
よ う に し た が 、 送 風 フ ァ ン ７ 及 び 加 熱 体 １ ０ を 一 定 時 間 作 動 さ せ る こ と で 、 気 化 フ ィ ル タ
ー ６ の 強 制 乾 燥 を 停 止 さ せ る よ う に し て も よ い 。
ま た 、 前 記 送 風 用 フ ァ ン ７ と 加 熱 体 １ ０ に よ る 前 記 気 化 フ ィ ル タ ー ６ の 強 制 乾 燥 は 必 ず し
も 必 要 な 制 御 事 項 で は な く 、 少 な く と も 運 転 オ フ 時 に 水 路 ５ を 遮 断 す る 開 閉 手 段 １ ３ を 設
け て い れ ば よ い も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 の よ う に 本 発 明 に よ れ ば 、 運 転 オ フ 時 に 、 前 記 水 槽 と 水 タ ン ク を 連 通 さ せ る 水 路 を 遮
断 す る 開 閉 手 段 を 設 け た こ と に よ り 、 長 期 使 用 あ る い は 水 タ ン ク 内 に 水 を い れ た ま ま 長 期
保 存 し た よ う な 場 合 に お い て も 、 気 化 フ ィ ル タ ー に カ ビ や 雑 菌 が 繁 殖 す る の を 抑 制 で き 、
異 臭 の 発 生 を 防 止 で き る と い う 効 果 が 得 ら れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る 実 施 の 形 態 １ の 気 化 式 加 湿 機 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に よ る 実 施 の 形 態 １ の 気 化 式 加 湿 機 の 制 御 回 路 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に よ る 実 施 の 形 態 １ の 気 化 式 加 湿 機 の 運 転 ス イ ッ チ オ フ 後 の 制 御 動 作 を 示
す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 本 体
２ 　 水 タ ン ク
４ 　 水 槽
５ 　 水 路
６ 　 気 化 フ ィ ル タ ー
７ 　 送 風 用 フ ァ ン
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８ 　 吸 込 口
９ 　 湿 度 セ ン サ Ａ
１ ０ 　 加 熱 体
１ １ 　 吐 出 口
１ ２ 　 吹 出 口
１ ３ 　 開 閉 手 段
１ ４ 　 湿 度 セ ン サ Ｂ

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】
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